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力強く歌う渋谷さん 津軽三味線で門出を祝う 

2
1世
紀
を
担
う
 

新
成
人
賄
名
お
め
で
と
う
 

八
月
十
五
日
、
平
成
九
年
度
金

木
町
成
人
を
祝
う
会
が
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
、
百
八
十
五
人
が

大

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
始
め
に
田
中
町
長

が
「
成
人
と
し
て
自
分
自
身
に
責

任
を
持
ち
、
権
利
と
義
務
を
強
く

意
識
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
若
い

命
を
奪
う
よ
う
な
無
謀
・
暴

走
運

転
を
し
な
い
で
、
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
原
田

一
責
小
田
川

土
地
改
良
区
理
事
長
、
今
誠
康
県

議
会
議
員
等
が
「

ふ
る
さ
と
を
大
 
 事

に
し
、
や
が
て
来
る
二
十

一
世

紀
に
向
け
て
一
人
の
大
人
と
し
て

頑
張
っ

て
欲
し

い
」
と
祝
辞
を

述

べ
ま
し
た
。
 

新
成
人
を
代
表
し

て
、
岩
村
茜

さ
ん
が
 
「責
任
を
持
ち
成
人

の

一

人
と
し
て
、
そ
の
力
が
微
力
で
も

努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
。
 

そ
の
後
、
桜
庭
聖
司
さ
ん
と
桑
田

梢
さ
ん
が
「
今
日
か
ら
自
己

の
責

任
と
判
断
を
持
っ
て
、
大
人
社
会

の
一
人
と
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

ま
す
」
と
力
強
く
二
＋
歳

の
主
張

を
述
べ
ま
し
た
。
 

記
念
講
演
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
 
 ン

グ
ラ
イ
タ
ー
で
五
所
川
原
小
学

校
教
諭
の
渋
谷

聡
さ
ん
が
「
新
成

人
に
贈
る
」
と
題
し

て
 
「風
の
あ

る
日
だ
っ
た
」
や
「
生
き
続
け
ろ
」
 

な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
披
露
し

て
新
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。
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謝辞を述べる岩村茜さん 
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1
 

第
1
回
 

田
中
英
寿
杯
 

相
撲
大
会
 

【
中
学校
団
体
戦
】
 

優
 
勝
 
金
木
中
学
校
A
 

【個
人
戦
】
 

一
年
の
部
 

優
 
勝
  
新
岡
秀
一
（
金
木中
）
 

ニ
年
の
部
 

第
三
位
  
田
中
誠
純
（
金木
中
）
 

三
年
の
部
 

第
二
位
 
蒔
田
雄
市
（
金
木中
）
 

【
小学
校
団
体
戦
】
 

第
三
位
 
金
木
小
学
校
A
 

第

9
回
 

金
木
地
区
 

防
犯
少
年
 

剣
道
大
会
 

【
団体
戦
】
 

高
学
年
五
・
六
年
の
部
 

第
一
位
 
金
木
剣
武
館
 

低
学
年
四
年
以
下
の
部
 

優
 
勝
 
金
木
剣
武
館
 

【個
人
戦
】
 

五
・
六
年
の
部
 

第
三
位
 
秋
元
 
勇
輝
（
金
木
）
 

三
・
四
年
の
部
 

優
 
勝
 
逢
坂
 
和
志
（
金
木
）
 

第
二
位
 
花
田
 
秀
樹
（
金
木
）
 

一
・
一
一年
の
部
 

優
 
勝
 
逢
坂
 
圭
祐
（
金
木
）
 

第
5
2回
 

県
民
体
育
大
会
 

⑥
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
 

⑥
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
 

第
三
位
 

＠
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
 

第
三
位
 

⑥
相
 
撲
 

第
三
位
 

⑥
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 

七
十
ギ
ロ
級
 

第
三
位
 
中
田
 
紀
人
 

八
十
三
キ
ロ
級
 

第
三
位
 
長
利
 
高
延
 

九
十

ー
キ
ロ
級
 

第
四
位
 
白
岩
 
康
博
 

九
十
九
ギ
ロ
級
 

第
二
位
 
工
藤
 

一
生
 

百
八
キ
ロ
級
 

第

一
位
 
福
山
 
和
人
 

金
木
中
学
校
二
年
の
中
村
陽
仁

君
が
、
八
月
十
日
に
両
国
国
技
館

で
行
な
わ
れ
た
第
八
回
全
国
都
道

府
県
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
で
、
 

青
森
県
選
抜
の
団
体
大
将
と
し
て

出
場
、
決
勝
戦
で
優
勝
候
補
の
愛
 
 知

県
選
抜
と
対
戦
し
、
 一
対
一
で

迎
え
た
大
将
戦
で
高
橋
君
を
破
り

見
事
全
国
優
勝
の
立
役
者
に
な
っ

た
ほ
か
、
八
月
二
十
五
日
、
高
知

県
で
行
な
わ
れ
た
第
二
十
七
回
全

国
中
学
校
体
育
大
会
相
撲
個
人
戦

で
並
み
居
る
強
豪
を
退
け
決
勝
戦

に
進
出
し
、
相
手
は
先
の
選
抜
大

会
で
戦
っ
た
愛
知
県
高
橋
君
。
惜

し
く
も
敗
れ
た
も
の
の
、
 「自
分

の
相
撲
が
と
れ
た
の
で
悔
い
は
な

い
」
 
と堂
々
の
準
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
 

九
月
七
日
、
金
木
町
相
撲
愛
好

会
々
員
や
父
兄
等
約
百
人
が
快
挙
 
 を

祝
い
、
中
央
公
民
館
で
祝
賀
会

が
行
わ
れ
、
田
中
町
長
が
「
素
晴

ら
し
い
選
手
が
金
木
町
か
ら
誕
生

し
た
。
今
回
の
戦
績
は
、
仲
間
や

関
係
者
の
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ

の
も
の
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
、
 

更
な
る
精
進
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
 

と
祝
福
し
ま
し
た
。
 

後
輩
か
ら
花
束
を
受
け
取
っ
た

中
村
君
は
 
「こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
、
全
国
大
会
を
目
指
し
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

母
和
子
さ
ん
は
「
東
京
で
は
、
 

目
の
前
で
勝
っ
た
瞬
間
、
涙
し
て

喜
び
、
高
知
で
の
大
会
は
テ
レ
ビ

観
戦
し
て
い
た
が
、
い
つ
し
か
テ

レ
ビ
を
抱
き
な
が
ら
応
援
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
成
績
に
は
、
大

変
驚
い
て
い
ま
す
」
と
息
子
の
活

躍
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
 

中
村
君
は
、
兄
や
親
戚
の
影
響

で
小
学
校

一
年
の
時
か
ら
相
撲
を

始
め
、
身
長
百
七
十
二

m
、
体
重

八
十
五
嘱
と
全
国
レ
ベ
ル
で
は
小

柄
な
が
ら
、
持
ち
前
の
足
腰
の
強

さ
は
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
今
後

も
相
撲
を
取
り
続
け
る
と
中
村
君
。
 

諸
先
輩
方
か
ら

「
「心
」
 
「技
」
 

「体
」
の

一
層
の
精
進
を
し
て
下

さ
い
』
と
励
ま
さ
れ
、
今
後
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。
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全
国
相
撲
大
会
で
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金
木
中
学
校
2
年
 

中
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メダルを胸に中村君 



善
意
を
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り
が
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ード
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柳
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含
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プ
て
 

ね
ぶ
た
の
競
演
 

‘

銀
わ
 

I
4
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卿

，
 

I
ー
 

僕も障害があるけれど 

障害のある人はみんな 

自分に負けないで．ノ 

金木小学校 4 年 山中耕大 

嘉
瀬
奴
ま
つ
り

歌
謡
シ
ョ

ー
 

1 

郡ザ’]I 

興 )
 

'97夏まつり 

プレイパツク 

八
月
に
入
り
、
町
内
各
所
で

恒

例
の
夏
ま

つ
り
が
催
さ
れ
、

カ
ラ

オ
ケ
大
会
や
ネ
ブ
タ
運
行
、
盆
踊

り
な
ど

の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
2
4時
間
テ
レ
ビ
『
愛
は

地
球
を
救
う
』
協
賛
、
残
暑

D
E
 

祭
り
D
A

ー
9
7チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ

ア
ガ
ー
デ

ン
で
は
、
若
者
の

干
不

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
歌
や
踊
り
、
募
金

箱
に
寄
付
を
す
る
子
ど

も
た
ち

の

心
暖
ま
る
善
意
が
見
ら
れ
、
 
「飲

ん
で
」
 
「食
べ
て
」
 
「笑
っ
た
」
 

夏
を
惜
し
む
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
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長
年
、
夢
に
ま
で
見
た
ふ
る
さ

と
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
。
 

吉
幾
三
芸
能
生
活
二
十
五
周
年

記
念

一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト
が
八
月

十
五
日
夜
、
芦
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
、
懐
か
し
い
曲
や
数
々
の

ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
全
十
八
曲
を
熱
唱

し
ま
し
た
。
 

八
月
に
入
っ
た
と
同
時
に
、
悪

天
候
続
き
。
雨
、
雨
、
ま
た
雨
。
 

関
係
者
を
心
配
さ
せ
た
天
候
も
、
 

開
演
当
日
は
晴
れ
た
も
の
の
ヤ
マ

セ
が
吹
く
肌
寒
い
こ
の
日
、
三
時

の
開
場
に
は
早
く
も
一
千
人
を
越

え
る
人
た
ち
が
長
蛇
の
列
を
な
し

て
い
ま
し
た
。
 

午
後
七
時
、
司
会
者
が
 
「吉
幾

三
、
演
歌
人
生
二
十
五
周
年
の
集

大
成
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
話

し
た
後
、
軽
快
な

ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
 
 ム

に
乗
っ
て
吉
さ
ん
が
 
「今
晩
は
、
 

い
ら
っ
し
ゃ
い
」
 
の
あ
いさ
つ
で

登
場
。
 「I
 
L
o
v
E
 
s
o
 

U
L
 
M
U
s
I
c
」
の
歌
で
コ

ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

会
場
の
お
客
さ
ん
に
「
真
冬
の
祭

典
に
よ
、2
」
そ
。何
ぼ
、
さ
び
ば
」
 

と
津
軽
弁
で
語
り
か
け
、
 ハ
ッ
ピ

姿
で
頭
に
鉢
巻
き
を
し
て
金
木
町

を
全
国
に
知
ら
し
め
た
、
 「俺
ら

東
京
さ
行
ぐ
だ
」
を
披
露
。
 
「自

分
が
小
さ
か
っ
た
頃
は
本
当
に
テ

レ
ビ
も
無
く
、
車
も
そ
れ
程
走
っ

て
い
な
か
っ
た
」
 
と
昔
話を
し
な

が
ら
、
当
時
を
思
い
出
し
て
い
ま

し
た
。
 

冴
え
わ
た
る
音
色
に
深
さ
が
あ

り
、
地
吹
雪
で

一
寸
先
も
見
え
な

く
な
る
津
軽
。
津
軽
三
味
線
の
演

奏
が
響
き
渡
り
 
「三
味
線
が
渡
っ
 
 た

町
が
あ
る
」
を
熱
唱
中
、
夜
空

に
雪

（
紙吹
雪
）
が
舞
い
、
会
場

か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
大
歓
声
が

起
こ
り
ま
し
た
。
 

紅
白
出
場
十

一
回
。
 「海
峡
」
 

「雪
国
」
 
「酔
歌
」
 
な
どの
ヒ
ッ

ト
曲
を
次
々
と
歌
う
吉
さ
ん
。
 

r三
十
周
年
を
区
切
り
と
し
て
、
 

歌
手
吉
幾
三
を
辞
め
、
作
詞
・
作

曲
活
動
に
専
念
す
る
」
 
と聴
衆
を

前
に
話
さ
れ
、
 
「あ
と
五
年
、
皆

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
下
さ
い
」
 
と

引
退
官
三
7
 

「涙
に
は
幾
つ
も
の
思
い
出
が
あ

る
 

」
 
と
「酒
よ
」
 
を歌
っ

た
時
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
と

一
緒

に
合
唱
し
ま
し
た
。
 

会
場
が
静
ま
り
返
り
、
暗
や
み

の
中
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照

ら
さ
れ
登
場
し
た
、
ね
ぶ
た
ば
や
 
 し

保
存
会
「
に
組
」
 
と
の共
演
で

は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
「
怒
凄
」
 

を
力
強
く
歌
う
吉
さ
ん
。
ス
テ
ー
 

ジ
上
に
本
物
の
ね
ぶ
た
が
吊
り
上

げ
ら
れ
た
時
に
は
、
会
場
か
ら
よ

り
一
層
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。
 

家
族
や
フ
ァ
ン
か
ら
 
「ご
苦
労

様
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

1
」
 

と
花
束
を
贈
呈
さ
れ
激
励
さ
れ
た

吉
さ
ん
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
「
あ

り
が
と
う
の
唄
」
を
感
謝
を
込
め

て
歌
い
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
総
立

ち
で
惜
し
み
な
い
拍
手
と
声
援
を

送
り
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
収
録
し
た

番
組
が
、
年
末
に
A
T
V
で
放
映

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
 

し
 

家族から花束贈呈 



一
町
民
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
”
 

大
変
懐
か
し
く
、
感
慨
無
量
の
心

境
で
追
想
し
て
お
り
ま
す
。
 

三
十
二
年
前
に
故
郷
を
離
れ
、
 

「金
の
卵
」
 
と
して
崇
め
ら
れ
就

職
列
車
に
揺
ら
れ
入
都
し
ま
し
た
。
 

当
時
、
母
親
も
断
腸
の
思
い
で

見
送
っ
た
と
察
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
の
仕
事
に
辿
り
着
く
ま
で

は
、
色
々
な
職
業
を
体
験
し
ま
し

た
。
そ
の
中
の
ー
つ
、
日
活
芸
能

俳
優
養
成
所
に
所
属
、
映
画
界
が

斜
陽
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
時
、
 

一
人
の
俳
優
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
惹

か
れ
専
門
学
校
に
通
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

【
芸
は身
を
助
く
】
こ
の

一
言
で
、
 

私
の
人
生
観
は
一
変
し
ま
し
た
。
 

私
の
仕
事
は
万
国
共
通
で
す
。
 

常
に
流
行
の
先
端
を
行
く
た
め
世

界
中
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
高
度

な
プ
ロ
技
術
を
修
得
す
る
必
要
が

あ
り
、
海
外
で
学
ん
だ
技
術
を
基
 

礎
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
、
 ヘ
ア
ー
ブ
テ
ィ
ッ
ク
経

営
の
傍
ら
、
仲
間
た
ち
と
東
京
ヘ

ア
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
ア
カ
デ
I
I、
ー
と

い
う
老
若
男
女
の
た
め
の
ス
ク
ー
 

ル
も
設
立
し
て
い
ま
す
。
 

金
木
町
は
東
京
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
も
出
身
の

一
人
と
し

て
、
故
郷
を
誉
れ
に
存
じ
て
い
ま

す
。
 

私
の
趣
味
は
学
ぶ
事
、
そ
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
つ
事
。
 

二
年
前
に
大
学
入
学
試
験
に
挑
戦

し
、
立
正
大
学
経
済
学
部
に
在
籍

し
て
四
十
代
の
青
春
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
、
健
康
を
留
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
 

追
伸
、
十
月
一
日
発
売
十

一
月
号
 

『B
i
d
a

n
』
と
い
う
雑
誌
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見

て
下
さ
い
。
 

業 美容師 
（メイクアーティスト） 

名 今 明 好

齢 47歳 

地 喜良市川端町

族 妻、長男、長女 

業
 

名
齢

地
族
 

ム
身
 

職
 

氏

年
出
｛
禾

ト
 
ト

ト
ト
ト
 

，
【
「
●
 
I
省
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竹内さん（左）と秋元さん 講師の話しに耳を傾ける受講者 

希
望
に
 

胸
ふ
く
ら
ま
せ
 

「青
森
県
青
年
の
船
」
 
に
参加

す
る
秋
元
香
澄
さ
ん

（
朝
日町
）
 

と
竹
内
千
佳
子
さ
ん

（
藤枝
）
が

八
月
ニ
十
八
日
、
役
場
を
訪
れ
、
 

田
中
町
長
等
か
ら
激
励
を
受
け
ま

し
た
。
 

そ
ろ
い
の
ブ
レ
ザ
ー
姿
の
二
人

は
「
皆
さ
ん
と
団
体
生
活
を
す
る
 

金
木
高
等
学
校

（
校長
廿
岩
見

幸
夫
）
で
八
月
二
十
八
日
か
ら
九

月
五
日
ま
で
の
一
週
間
、
簿
記
の

公
開
講
座
が
開
か
れ
、
二
十
代
か

ら
五
十
代
の
二
十
六
名
が
受
講
し

ま
し
た
。
 

同
校
の
簿
記
講
座
は
、
生
涯
学

習
の
一
環
と
し
て

一
般
の
人
に
学

校
を
利
用
し
て
も
ら
い
、
少
し
で

も
学
習
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら

と
、
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
 
 こ

と
で
協
調
性
を
高
め
、
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
き
ま
す
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
田
中
町
長
は
 
「体

に
気
を
つ
け
、
金
木
町
の
代
表
と

し
て
社
会
教
育
に
役
立
つ
よ
う
、
 

広
い
視
野
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
、
 

様
々
な
事
を
学
ん
で
き
て
欲
し
い
」
 

と
激
励
し
ま
し
た
。
 

二
人
は
、
県
内
の
三
百
九
十
六

人
の
仲
間
と
共
に
、
九
月
一
日
か

ら
九
月
十
二
日
ま
で
韓
国
や
中
国

を
訪
間
し
て
、
交
流
を
図
り
ま
す
。
 

た
も
の
で
す
。
 

受
講
に
は
「
今
後
の
就
職
活
動

に
活
用
で
き
る
の
で
は
」
、
 
「今

の
仕
事
に
役
立
た
せ
た
い
」
 
と
語

る
人
な
ど
が
参
加
し
、
仕
事
後
の

六
時
か
ら
九
時
ま
で
の
三
時
間
、
 

和
気
あ
い
あ
い
と
学
生
気
分
に
戻

っ
た
か
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
 

ま
た
、
今
後
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 

ー
機
器
な
ど
を
利
用
し
た
公
開
講

座
を
開
い
て
い
く
予
定
で
す
。
 

さ

ち
の
ひ
さ

（"
）
と
 

公
開
講
座
『
簿
記
』
 

(
 

(
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松江実行委員長から長谷川校長へ 安全就労大会 

ア
レ
ル
ギ

ー
と
い
、え

ば
、
花
粉
症
や
ア
ト
ピ
 

ー
性
皮
膚
炎
な
ど
が
そ

の
代
表
格
で
す
が
、
化

粧
品
や
食
品
な
ど
、ほ

と
ん
ど
の
人
に
は
何
で

も
な
い
も
の
が原
因
と

な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
 

る
ア
レ
ル
ギー
も
少
な
く
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

な
か
で
も
最
近
増
え
て
い

る
の
が
、
金
属
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
に
よ
る
ア
レ
ル
ギー
。
 

長
時
間
、
イ
ヤ
リ
ン
グや
ピ

ア
ス
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
の

金
属
が
触
れ
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
か
ゆ
み
や
炎
症
が
現
れ

た
ら
、
お
そ
ら
く
金
属
ア
レ

ル
ギ
ー
で
す
。
ひ
ど
く
な
る

と
水
癒
が
で
き
た
り
、
は
れ

上
が
っ
て
痛
み
を感
じ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
 

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
し
や
す

い
金
属
は
、
 ニ
ッ
ケ
ル
や
コ
バ
ル
ト
、
 

バ
ー
フ
ジウ
ム
、
ク
ロ
ー
ム
な
ど
。一
」
 

れ
ら
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
以
外
に
、
腕

時
計
の
ベ
ル
ト
や
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム

な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あり
ま
す
。
 

ま
た
、
入
れ
歯
や
義
歯
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
金
属
が
溶
け
、
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
に

小
さ
な
膿
庖
が
現
れ
た
り
、
湿
疹
や
 

か
ぶ
れ
な
ど
皮
膚
炎
を
起
こ
し
た
り

し
ま
す
。
 

そ
れ
ま
で
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の

に
、
あ
る
時
か
ら
突
然
症
状
が
出
る

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

に
し
ろ
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
 

す
ぐ
に
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
です
。
 

病
院
で
は
、
ま
ず
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
を
 

」1
 
行
っ
て
、
何
の
ア
レ
ル
ギ

ー
 

懲
籍
磐
舞
終
 

に
 
気

り
令け
』
．
馴
劉
佃
 

に
製
郵

馴
農
羅
知
 

勝
」鮮
詳
篠

』
 

》『
 
を
身
辺
か
ら
遠
ざ
け
、
医
師
 

」
【
 
の
指導
に
従
い
ます
。
 

例
判
」舗
議
熊
 

1
1
 
薬
品
を
使
用
し
て
か
え
っ
て
 

”
．
 
悪
化
さ
せ
た
り
、
何
年
も
後
 

．
‘
 
遺
症
に
悩
ま
さ
れた
り
す
る
 

あ
り
ま
す
。
必
ず
専
門
医
に
 

、
検
査
を
受
け
た
う
え
で
治

療
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

アクセサリーの材質にこ注意 

朔UQ)ィント 
~ 

．
 

『
 

町
民
ゴ
ル
フ
ァ

ー
 

図
書

券
寄

贈
 

金
木
町
の
ゴ
ル
フ
好
き
の
仲
間

が
こ
の
度
、
青
森
ロ
イ
ヤ
ル
G
C
 

で
第
五
回
金
木
カ
ッ
プ
ス
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ

（
実
行
委

員
長
廿
松
江
千
代
寿
）
を
実
施
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

コ
ン
ぺ
は
、
O
B
、
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
、
バ
ー
デ
ィ
等
全
て
罰
金
方

式
で
、
参
加
し
た
四
十
五
名
は
チ

ヤ
リ
テ
ィ
ー
金
を
払
い
な
が
ら
思

い
思
い
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
 

同
日
、
場
所
を
金
木
町
中
央
公
 

事
故
に
 

気
を
つ
け
て
 

金
木
町
出
稼
ぎ
就
労
者
組
合
（
組

合
長
廿
田
中
町
長
）
の
総
会
と
安

全
就
労
者
大
会
が
八
月
十
二
日
に

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
お
盆
で

帰
省
し
た
出
稼
ぎ
者
や
秋
に
出
稼

ぎ
す
る
人
た
ち
約
六
十
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

金
木
町
か
ら
は
、
冬
期
間
を
含
 
 民

館
に
移
し
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
 

町
長
杯
や
商
工
会
長
杯
の
授
与
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
金
木
町
の
五
十

店
舗
か
ら
の
協
賛
商
品
を
成
績
に

応
じ
て
参
加
者
全
員
が
手
に
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
松
江
実
行
委
員
長
か
ら
 

「皆
さ
ん
の
総
意
で
、
微
カ
な
が

ら
学
校
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
 

と
罰
金
や
参
加
費
等
の
余
剰
金
で

購
入
し
た
十
万
円
分
の
図
書
券
を

金
木
町
立
喜
良
市
小
学
校
（
校
長
 

ー
長
谷
川
俊
介
）
に
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
長
谷
川
校
長

は
「
子
ど
も
た
ち
は
大
変
読
書
が

好
き
で
、
趣
旨
に
そ
う
よ
う
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 
と

お
札
を
述
べ
ま
し
た
。
 

め
年
間
約
七
百
人
の
方
が
出
稼
ぎ

を
し
て
い
ま
す
。
 

田
中
町
長
が
 
「出
稼
ぎ
先
で
の

事
故
を
な
く
し
て
、
正
月
に
元
気

で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

総
会
で
は
、
留
守
家
族
の
激
励

訪
問
、
出
稼
ぎ
家
族
の
相
談
所
開

設
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
事
故
防
止
を
誓
う
「
安

全
就
労
大
会
」
が
行
な
わ
れ
、
出

稼
ぎ
先
で
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。
 



食生活改善推進委員会 

イナアカ（寒天の粉）15 g 

~ 
トマト700 g を湯む

きし種をきれいに取

リ除く と400 g 

イ乍「J 方 

（①トマトは湯むきし禾重を取り、サーイコロ切りにして 

からからいりし、 トロ ト 1コにする。 

②水50c.cにイナアガーを入れて’昆ゼ子、石」耕唐と一緒に 

①に入れ、沸騰したら火を止める。 

③×②にりんごジュースを入れ形に流し冷やす。 

【りメーごジュースの代用に、すりおろしたりんごは 

なお良い。 】 

⑥トマトのとっておき情報 

(1）トマトは、出来るだけ赤いのを湯むきし種を取り、 

ミキサーにかけてよく煮る。(30分以上）カ”ー一ぜで一

こして、冷たく して飲む。なるべく塩、こしょう

なしで飲んで欲しい。 

②湯むきしたトマトを冷凍し、冬に鶏骨付」きにトーマ

トをたっぶり入れて、ストーブでやわらかくなる

ま“で煮込んで食べる。 

（薬味に、長ねぎ、生しょ うがを入れる） 

（③トマトを、竹の子のビン詰の様にして保存しても

良い。 

こくみんねんきん 

，
か
谷
ぎ
公
民
館
 

ブ
う
イ
ダル
，
 

こ
の
度
め
で
た
く
 
「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
企
画
・
進
行

廿
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
と
な
ら
れ
た

お
二
人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
民

館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
（T
E
L
5
31
3
5
8
1
)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪
華
桐

箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

水
 
7
I
く
こ
 

5
0
c
c
 

出
稼
ぎ
と
 

国
民
年
金
 

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、農
業

・

漁
業
・
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
第

一
号
被
保
険
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
保
険
や
 
 共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
第
一
一

被
保
険
者
、
そ
し
て
第
二
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の

第
三
被
保
険
者
の
三
種
類
に
区
別

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

農
業
や
漁
業
を
し
て
い
る
方
が

夫
婦
で
出
稼
ぎ
に
行
き
、
そ
こ
で

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
と
、
 

二
人
と
も
第

】
号
被
保
険
者
か
ら

第
二
被
保
険
者

へ
と
種
別
が
変
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夫

が
出
稼
ぎ
に
行
き
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
て
、
妻
が
夫
の
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
る
と
、
 
 

夫
は
第
二
被
保
険
者
、
妻
は
第
1
1
1
 

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
夫
婦
と
も

に
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
り
ま

す
か
ら
、
市
町
村
役
場
に
届
出
が

必
要
で
す
。
 

出
稼
ぎ
先
を
退
職
し
た
と
き
に

は
、
夫
婦
と
も
元
の
第

一
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
も
忘
れ
ず
に
届
出
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
 

将
来
の
た
め
の
大
切
な
年
金
を

確
保
す
る
た
め
に
、
届
出
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出

さ
れ
る
血
液
が
動
脈
壁
に
か
け
る

圧
力
の
こ
と
で
、
常
に
一
定
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
健
康
な
人
で

も
興
奮
し
て
い
る
と
き
や
運
動
中

に
は
血
圧
は
上
が
り
、
寝
て
い
る

時
に
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。
 

家
に
い
て
測
る
と
正
常
な
の
に

病
院
に
来
て
測
る
と
、
ど
う
し
て

も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
【
白
衣
高
血
圧
】
と

い
っ
て
、
医
師
や
看
護
婦
を
前
に

し
た
緊
張
の
た
め
、
血
圧
が

一
過

性
に
上
が
る
た
め
に
生
じ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
少
し
の
ス
ト
レ
ス

で
も
血
圧
を
上
げ
る
原
因
と
な
る

た
め
、
た
っ
た
一
回
の
測
定
結
果

で
は
、
高
血
圧
と
診
断
す
る
の
は

難
し
い
の
で
す
。
リ
ー
フ
ック
ス
し

た
状
態
で
、
日
を
変
え
て
ニ
ー
」
1
 

回
測
定
し
た
結
果
を
も
と
に
診
断

し
ま
す
。
 

高
血
圧
と
診
断
さ
れ
る
の
は
、
 

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
い
て
い
る
 
 場

合
で
、
最
高
血
圧
が
1
6
0
%
 

以
上

・
最
低
血
圧
が
9
5
％
以
上

を
言
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
特
に

原
因
と
な
る
病
気
を
持
た
な
い
も

の
を

【
本態
性
高
血
圧
】
と
言
い
、
 

高
血
圧
の
大
半
を
占
め
ま
す
。
こ

れ
は
本
人
の
体
質
と
生
活
習
慣
が

深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
 

高
血
圧
の
初
期
は
、
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
高
血
圧
を
放
置
し
て
お
く
と

脳
・
心
臓

・
腎
臓
な
ど
の
生
命
の

維
持
に
と
っ
て
大
切
な
臓
器
に
動

脈
硬
化
が
進
み
、
将
来
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど
を
起
こ

す
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

塩
分
の
と
り
過
ぎ
が
高
血
圧
を

招
く
。
こ
れ
は
よ
く
聞
く
話
し
で

す
が
、
こ
れ
だ
け
が
高
血
圧
の
誘

因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
酒

・
運

動
不
足

・
肥
満
・
持
続
的
ス
ト
レ

ス
な
ど
高
血
圧
の
誘
因
は
、
私
た

ち
の
身
の
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
塩
分
控
え
め
の
食
事
、
 
 肥

満
の
改
善
、
節
酒

（
一
日
一
合

ま
で
）
、
 一
日
三
十
分
程
度
の
軽

い
運
動
な
ど
は
高
血
圧
の
治
療
の

第

一
歩
で
す
。
 

一
日
の
塩
分
摂
取
量
は
、
高
血

圧
予
防
の
た
め
十
g
以
下
が
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
血
圧
の

人
は
六
ー
八
g
を
目
標
に
し
ま
し

ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
よ
い
味
付
け
の

味
噌
汁

一
杯
に
は
二

g
弱
の
塩
分

を
含
み
ま
す
。
三
食
そ
れ
ぞ
れ

一

杯
づ
つ
味
噌
汁
を
飲
む
と
そ
れ
だ

け
で
五

g
以
上
の
塩
分
を
摂
取
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
血
圧
の

人
は
味
噌
汁
を
控
え
る
か
、
で
き

る
だ
け
薄
味
に
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
漬
物
や
梅
干

し
な
ど
も
塩
分
を
た
く
さ
ん
含
ん

で
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
控
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
麺
類
の
汁

に
も
塩
分
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
全
部
飲
む
の
は
や
め

ま
し
ょ
、つ
。
 

成
長
期
を
過
ぎ
て
か
ら
の
過
度
 

⑨ 広報かなぎ I川川1111111111 

金
木
病
院
か
ら
 

お
知
ら
せ
 

十
月
一
日

（
水
）
は
、
開
 

院
記
念
日
の
た
め
休
診
し
ま
 

す
。
 

但
し
、
急
患
は
い
つ
で
も

受
け
付
け
ま
す
。
 

 

の
体
重
増
加
は
、
成
人
病
へ
の
注

意
信
号
で
す
。
肥
満
の
人
は
適
正

体
重
の
人
に
比
べ
高
血
圧
の
起
こ

る
頻
度
は
ニ
ー
三
倍
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
体
は
活
動
す

る
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

食
物
か
ら
と
り
ま
す
が
、
余
分
な

エ
ネ
ル
ギ

ー
は
脂
肪
と
し
て
体
内

に
蓄
え
ら
れ
、
こ
の
蓄
積
さ
れ
た

脂
肪
が
、
体
重
増
加
に
つ
な
が
り

ま
す
。
よ
っ
て
太
る
と
い
う
こ
と

は
、
使
う
ェ
ネ
ル
ギ

ー
よ
り
摂
取

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
上
手
に
減
量
す
る
に

は
、
自
分
に
見
合
っ
た
カ
ロ
リ
ー
 

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
、
 

適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
で
す
。
 

同
じ
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
を
、
二
食
 

(
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

八
月
十
三
日
 

金
木
町
寺
町
の
路
上
 

（
き
んち
ゃ
く
袋
）
 

八
月
十
三
日
 

嘉
瀬
上
古
町
の
墓
地
内
 

（
ポ
ラ
ロイ
ド
カ
メ
ラ
）
 

八
月
十
六
日
 

金
木
山
道
町
漫
天
堂
裏
の
路
上
 

（
財布
）
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
 

署
落
し
物
係
ま
で
。
 

⑥
係
か
ら
 
こ
の
コ

ー
ナ
ー
を
利
 

用
し
た
い
方
は
役
場
企
画
室
ま
で
。
 

  

に
分
け
た
場
合
と
三
食
に
分
け
た

場
合
で
は
、
二
食
の
場
合
の
方
が
、
 

効
率
よ
く
栄
養
を
取
り
込
も
う
と

す
る
作
用
が
働
き
脂
肪
と
し
て
蓄

積
さ
れ
る
場
合
が
ず
っ
と
大
き
く

な
り
ま
す
。
朝
・
昼
・
タ
と
三
食

適
量
を
食
べ
た
方
が
脂
肪
が
蓄
積

さ
れ
る
割
合
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
 

飲
酒
量
が
増
え
る
ほ
ど
高
血
圧

の
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
 

毎
日
飲
む
人
は
、
日
本
酒
な
ら

一

合
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
瓶

一
本
に
抑

え
ま
し
ょ
う
。
 

タ
バ
コ
は
血
圧
と
は
あ
ま
り
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
臓
病
や

肺
癌
、
脳
卒
中
子
防
の
た
め
に
な

る
べ
く
控
え
ま
し
ょ
う
。
 

 

   

伝
言
板
 

 

   

   



つがる弁 イ り ズ 

め
で

と

う
 

愛
海

（
千
代
行
）
嘉
 
瀬

祐
哉
（
幸
夫
）
金
 
木

優
姫

（
清
文
）
金
 
木

鵬

欄
（
龍
峰

）
喜
良
市

篤

哉

（
智
博
）
金
 
木
 

、 

	ノ 

坂棟工三 出 

田 方藤上町 お 

お
し

あ
わ

せ
に
 

令
松美
「器
詳
醜

良
柳
 

籍

讐
壁
？
籍
 

鱈
鳶

一椎
『一
「馨
 

、
伊
東
 
貴
仁

（
光
雄
）
金
 
木
 

「
加
藤
 
陽
子
（
秀
夫

）
中
里
町
 

鮪
粉
議
魂
静
嚇
 

痴

護
譲
静
b
 こ

の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
、
 掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
ロ

に
届
出
の

際
中
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

お

く
や
み
 

須
崎
 
正
之
助
（
8
2才
）
嘉
 
瀬

工
 
藤
 
イ
 
ッ
（
5
1才
）
金
 
木

津

島
 
サ
 
ミ
（
8
7オ
）
金
 
木

楼

庭
 
英

三

（
8
9才
）
喜
良
市

山

中
 
タ
 
ギ

（
8
7才
）
喜
良
市

鳴
海

善
太
郎

（
6
8才
）
嘉
 
瀬
 

8月末現在 前年同月比 

男 5,891人 
	

△ 57人 

女 6,475人 
	

△ 73人 

計 12,366人 
	

△ 130人 

世帯数 3,940 	23 

あなたの善意ありがどうございました 

（敬称略） 

▼社会福祉協議会へ 

●原田恵喜（中柏木） 

福祉のために 	 100,000円 

●金木歌謡愛好会 

（会長一＝白川勝麿） 

夏まつりチャリティーカラオケ 

大会収益金 	 50,000円 

戸
 

籍
 

の
 窓

 

八
月
届
出

分
 

r
 

×
 

ノ
 

人
ロ
と

世
帯
 

mmmm川川―広報かなき ⑩ 

は じめ ま して 

魚
八
ノ
  

、
 

 

（
  

」
  

祐曾

哉ゃ 

'd/ 
国一 

' 
ら 	罰 H 

I
～ 

で 
イり，、ーこ、」 

‘コう

嗣し 

すくすく思いやりのある子に 
育って欲しい。 

（母 三上朝子より） 

健やかに育って欲しい。 

（父 棟方龍峰より） 

T

1
  

属 
哉ゃ 

、
  

』
 

一
 
・
 

『
 

『
 
，

「
二
『
 

『
 

 

っ
て
欲
し
い
。
 

（
母
 

e 

‘ 

、、 」 「 、 、 

 

」、ー

、 】 

〕、  

愛き

海み 

大胆かっ慎重な子供になって 
欲しい。 

（母 坂田志保より） 

思いやりのある素直な子に育 

出町富士美より） 

このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無い

津軽弁を楽しく、再発見してもらおうと問題にしたも

のです。 

／へ Q. 「かぐじでののさまみる」を標準語の会話に直し

て下さい。 

正解者の中から抽選で 3 名様に素敵な記念品を差し

上げます。どんどん応募して下さい。 

応募方法 

ハガギに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入

のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記事③つまらなかっ

た記事④ご意見・ご感想を記入のうえ 

〒 O37-02 金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室までご応募下さい。 

応募の締切は10月 6 日当日消印有効。当選者の発表

は10月号に掲載します。 

8 月号は「あなたは、すぐ告げロをする」でした。当

選者は次の 1名です。 

金 木 白 川 志 保 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございます。 

今回当選しなかった方もこれにめげずどしどしご応募

下さい。 


